
2017 年上期第二種電気工事士筆記試験 

解答説明 問題番号の後に有る a,b,c,d の記号は勝手に付けた難易度です。 

 

1-ｃ イ 

①右側の５Ωは下側の配線で短絡されていますので無いものと考えてください。 

②左側の５Ωは２個同じものが並列ですので半分に成ります。 

③５÷２＝２．５Ωです。 

 

２-ｂ ニ 

①力率 cosθ＝
Vｒ

V
ですので。 

②抵抗に加わっている電圧１０８V を２０４V で割って０．８８ 答えは８８％です。

 

3-ｃ イ 



①抵抗の計算式に数値を入れましょう。R=ρ
ｌ

A
材質が同じですので長さと直径を入れます。 

面積 A＝
πD2

４
です。面積比で

A

B
＝（１/1.6²）／（１/3.2²）＝（3.2/1.6）²＝4 

②長さの比と面積比を掛けると答えです。 

A/B＝（20/40）×4＝２です。 

 

４－ｄ ニ 

①力率改善して零に成るや変化しないはおかしいのでイロは除外。 

②力率改善すると無効電流が無くなりますので電流が減少するのニが正解 

 

５－ｃ イ 

① 断線前は 200V/√３＝116V 

② 断線後は 200V/2＝100V なので正解はイ 



 

６－ｃｂ ハ 

① 配線抵抗は１０００ｍ当たり５Ωですから、10ｍだと 1/100 の 0.05Ωに成ります。 

② 流れている電流 I は電力 P=V×I から 1500W を 100V で割って 15A になります。 

③ 電圧降下は抵抗×電流ですが行き返りで同じだけ発生しますので２倍します。 

④ Ｖ＝０．０５×１５×２＝１．５V です。 

 

７－ｄ ロ 

① ２．０ｍｍのＩＶ線の許容電流は３５Ａです。 

② ３５Ａ×電流減少計数０．７＝２４Ａ  

 

８－ｃ ㇵ 

① 需要率は 100％ですから電流値はそのまま計算します。 



② 電動機の合計は 10A+30A＝40A で 50A 以下ですので 1.25 倍して 50A に成ります。 

③ 電熱器の合計は 15A+15A=30A です。 

④ 上記電流を合計します。50A+30A=80A これが幹線に必要な電流容量です 

 

９－ｃ ロ 

① 今回は不適切な物×を探します。 

② ブレーカとコンセント容量を比べるとすべて良いです。 

③ ブレーカと配線太さを比べるとロは 2.6ｍｍ必要なのでダメ。 

 

１０－ｃ ニ 

① 配線の電流容量が 42A と与えられていますのでこの値をブレーカー容量の 50A で割り

ます。42/50＝0.84 ８４％有ります。 

② 制限なしの値 55％を超えていますので、答えは制限なしです。 

 

１１－ｄ イ 



絶縁ブッシングは金属管の端で絶縁電線を損傷させない為に使います。 

 

１２－ｂ イ 

寿命が一番短いのは白熱電球、次は蛍光灯、一番長いのは LED 電球です。 

値段が高くても寿命が長く消費電力が少ない（省エネ）ので使用されます。 

 

１３－ｃ ㇵ 

かご形誘導電動機は周波数に比例しますので 60Hzから 50Hzに電源を変えると２０％近く

回転数が減少します。。 

 

１４－ｄ ロ 

ホルソ、ステープルはコンクリート壁の工事では使いません。 

 

１５－ｂ イ 

イ パワーコンディショナは太陽電池で作った電気を電力会社側に売るときに使います。 

 



１６－ｄ ㇵ 

ㇵの硬質塩化ビニル電線管の切断に使用します。 

 

１７－ｃ ニ 

ニの配線用遮断器です。 

 

１８－ｃ ニ 

ニの照度計です。白い球状の部分で照度を測定します。メーターの Lx 表示も特徴です 

 

１９－ｂ ロ 

イの  MI ケーブルは OK です。ダメなのはロの防護装置なしのケーブル工事です。 

 



 

２０－ｃ ニ 

ニが不適切です。100V 回路に使う２極 1 素子の配線用遮断器で素子の無い側（N）を中性

線に結線しないといけません。 

 

２１－ｃ ニ 

ニが不適切です。ライティングダクトは乾燥したところしか使用できません。 

 

 

２２－ｃ ㇵ 

イ、ロ、ニはどこでも出来る工事ですがニの金属線ぴは屋外では工事できません。 

 

２３－ｂ ロ 

答えはロの水気が有る所では省略できないのに出来るとしたところですが、 

ハに漏電ブレーカの記述が有り惑わされるかも知れません。 



 

２４－ｄ ㇵ 

ハの検相器は電路の電気的な回転方向（相順）を測定するものです。 

 

２５－ｃ ㇵ 

漏えい電流で絶縁性能を判断するときは 1ｍA 以下です。 

 

２６－ｂ ロ 

電圧計や電流計は端子間を開放すれば０に成りますが、抵抗値を測定するものは端子間を

ショートして０確認します。 

 

２７－ｄ ハ 

繰り返し出る問題です。負荷に並列に繋ぐのが電圧計、直列に繋ぐのが電流計。 

電力計は電圧コイルと電流コイルが有るので、並列、直列と４端子有ります。 

 



 

２８－ｃ ロ 

電気工事士免状は自動車の運転免許と同じようなイメージです。作業中は免状の携帯が必

要です。 

 

２９－ｃ イ 

イは両方免許が必要です。ロは両方とも不要です。ㇵは bのみ必要です。 

ニは aのみ必要です。 

 

３０－b ニ 

タイムスイッチは家電製品の様な器具ですが、開閉器の一つですので、特定電気用品に成

ります。 

 

３１－ｃ ㇵ 

イは配電盤です。ロは制御盤です。ㇵが分電盤。ニは実験盤です。 

 



３２－ｃ ニ 

（PF22）と書いて有りますのでプラスチックフレキ。合成樹脂可とう電線管です。 

 

３３－ｃ ロ 

イはナトリウム灯。ロは水銀灯。ㇵはメタルハライド灯。ニは不明です。 

 

３４－c ハ 

答えはㇵの誘導灯です。 

 

３５－ｂ ロ 

二重丸に B で電磁開閉器用押しボタンです。L もあるので運転確認表示灯付きです。 

 

３６－d ニ 

Wh ですから電力量計です。 

 

３７－c ロ 

P-2 の制御盤に繋がっているので電源は３φ２００V の回路ですので 0.2MΩ必要です。 

 

３８－ｃ イ 

複線図を書くと２本が解ります。⑰から⑱に送る電源線のみです。 



 

 

 

３９－ｃ イ 

イの T はツイスト、引掛形です。ロの ET は接地端子付き。 

ㇵの ELは漏電遮断機付きです。ニの LKはロック形抜け止め形です。 

 

４０－ｃ イ 

通常の高さは４ｍですが、問題の様な条件が付くとイの２．５m 



 

４１－ｃ ㇵ 

イは２５０V２０A で EET です。ロは１２５V２０A で E 付。 

ㇵは２５０V２０A で E付です。ニは１２５V２０A で EET です。 

 

４２－ｃ ニ 

複線図を参照ください。 

 



 

４３－ｃ ニ 

裸の圧着端子ですので圧着工具は赤い柄のニの工具が必要です。 

 

４４－ｃ イ 

LF3 ですのでフロートレススイッチ電極です。 

 

４５－ｄ ロ 

四角に×印はプルボックスですのでロです。イはアウトレットボックス。 

ㇵは丸形の露出ボックス三方出しです。 ニはコンクリートボックスです。 

 

４６－ｄ イ 

ねじなし電線管ですから、ねじ切り器は必要ないです。 



 

４７－ｃ ㇵ 

３８の複線図を参照下さい。 

 

４８－ｃ ロ 

３８の複線図を参照下さい。 

 

４９－ｃ ロ 

DL ダウンライトですのでロです。イは CH シャンデリア ㇵはコードペンダント 

ニは天井付け蛍光灯です 



 

５０－ｃ ニ 

イは⑤の問題で使っています。ロの三路スイッチは 1 階と地下 1 階の階段部分で使ってい

ます。ㇵの位置表示灯内蔵スイッチは集会室の自販機横等に使っています。 

 

難易度の集計をしてみました。 

a,非常に難しい 1.2    ０問 

b,やや難しい  1.1    ９問 

c.普通の難しさ 1.0   ３３問 

d.容易に解ける 0.9    ８問 

1.1×9＋１×33+0.9×8＝50.1 

ほぼ５０点ですので平年並みと言う感でしたが如何でしたか。（勝手な評価です） 



 


